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【手続補正書】
【提出日】平成26年10月14日(2014.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０５】
　本発明の様々な修正及び変更は、本発明の範囲及び趣旨から逸脱せずに当該技術分野の
当業者に明らかとであり、本発明は、ここに記載された例示的な実施形態に限定されない
ことが理解されるべきである。例えば、１つの開示実施形態の特徴は、別に記載のない限
り、他の開示実施形態全てにも適用され得ることを、読者は推定すべきである。また、本
明細書において参照された全ての米国特許、公開特許出願、並びに他の特許及び非特許文
書は、それらが上述の開示に矛盾しない範囲において、参照によって全てが組み込まれる
ことが理解されるべきである。
　本願発明に関連する発明の実施形態について以下に列挙する。
[実施形態１]
　反射フィルムであって、
　第１の主表面を有し、入射角の関数として推移する広反射帯域を提供するように構成さ
れる複数のミクロ層を備える、多層光学ミラーフィルムと、
　前記第１の主表面と接触する拡散層であって、散乱された可視光が前記広反射帯域によ
って実質的に反射され得るように、前記可視光を一定の範囲の角度にわたって前記多層光
学フィルム内へと散乱させるように適合される、拡散層と、を備え、
　前記拡散層が、ナノ空隙モホロジーを有し、ポリマー結合剤を含む、反射フィルム。
[実施形態２]
　前記広反射帯域が、垂直入射光に対して、１０００ｎｍ以下の波長にて配置される長波
長帯域端を有し、前記反射フィルムが、８０％未満の伝播率に対応する可視光散乱を提供
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し、前記反射フィルムが、前記反射フィルムの後方表面が吸収性材料と接触するときに、
可視光に対して少なくとも９７％の総半球反射率を有する、実施形態１に記載のフィルム
。
[実施形態３]
　前記伝播率が８０％未満である、実施形態２に記載のフィルム。
[実施形態４]
　前記伝播率が４０％未満である、実施形態２に記載のフィルム。
[実施形態５]
　前記拡散層が、少なくとも３０％、又は少なくとも５０％、又は少なくとも６０％の空
隙体積分率を有する、実施形態１に記載のフィルム。
[実施形態６]
　前記拡散層がまた、複数の粒子も含む、実施形態１に記載のフィルム。
[実施形態７]
　前記粒子が、二酸化ケイ素又はアルミナ酸化物を含む、実施形態６に記載のフィルム。
[実施形態８]
　前記複数の粒子が、小粒子と前記小粒子の凝集体と、を含む寸法分布を特徴とする、実
施形態６に記載のフィルム。
[実施形態９]
　前記拡散層内の粒子の重量パーセントが少なくとも５０％である、実施形態６に記載の
フィルム。
[実施形態１０]
　前記重量比が少なくとも６６％である、実施形態９に記載のフィルム。
[実施形態１１]
　前記重量比が少なくとも７５％である、実施形態１０に記載のフィルム。
[実施形態１２]
　前記重量比が少なくとも８０％である、実施形態１１に記載のフィルム。
[実施形態１３]
　前記拡散層が、可視光の垂直入射ビームによって照射されるときに屈折率ｎｓの基材内
への散乱分布を特徴とし、ｎｓが前記複数のミクロ層の最小屈折率であり、前記基材にお
けるグレージング角で前記散乱分布が実質的に低減される、実施形態１に記載のフィルム
。
[実施形態１４]
　前記拡散層が、可視光の垂直入射ビームによって照射されるときに屈折率ｎｓの基材内
への散乱分布を特徴とし、ｎｓが前記複数のミクロ層の最小屈折率であり、前記散乱分布
が、０度の散乱角における値Ｓ０（すなわち、前記垂直入射ビームに対する前記基材内の
偏差角）と６０度の散乱角における値Ｓ６０とを有し、Ｓ６０がＳ０の１０％未満である
、実施形態１に記載のフィルム。
[実施形態１５]
　前記散乱分布が、７０度の散乱角における値Ｓ７０を有し、前記Ｓ７０もまたＳ０の１
０％未満である、実施形態１４に記載のフィルム。
[実施形態１６]
　前記散乱分布が、５０度の散乱角における値Ｓ５０を有し、前記Ｓ５０もまたＳ０の１
０％未満である、実施形態１４に記載のフィルム。
[実施形態１７]
　反射フィルムであって、
　第１の主表面を有し、入射角の関数として推移する広反射帯域を提供するように構成さ
れる複数のミクロ層を備える、多層光学ミラーフィルムと、
　前記多層光学フィルム内へと連結される場合に前記広反射帯域によって実質的に反射さ
れ得る第１の角度部分と、前記多層光学フィルム内へと連結される場合に前記広反射帯域
によって実質的に反射され得ない第２の角度部分へと、可視光を散乱させるように適合さ
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れる、拡散層と、
　前記多層光学フィルムと前記拡散層との間に挟まれる低屈折率層であって、前記第２の
角度部分へと散乱された前記可視光が、前記低屈折率層における内部全反射によって前記
多層光学フィルムへと入ることを実質的に遮蔽される、低屈折率層と、を備え、
　前記低屈折率層が、ナノ空隙モホロジー及びポリマー結合剤を有する、反射フィルム。
[実施形態１８]
　前記低屈折率層が、１．３未満又は１．２５未満の屈折率を有する、実施形態１７に記
載のフィルム。
[実施形態１９]
　前記広反射帯域が、垂直入射光に対して、１０００ｎｍ以下の波長にて配置される長波
長帯域端を有し、前記反射フィルムが、８０％未満の伝播率に対応する可視光散乱を提供
し、前記反射フィルムが、前記反射フィルムの後方表面が吸収性材料と接触するときに、
可視光に対して少なくとも９７％の総半球反射率を有する、実施形態１７に記載のフィル
ム。
[実施形態２０]
　前記伝播率が８０％未満である、実施形態１９に記載のフィルム。
[実施形態２１]
　前記伝播率が４０％未満である、実施形態１９に記載のフィルム。
[実施形態２２]
　前記拡散層が、少なくとも３０％、又は少なくとも５０％、又は少なくとも６０％の空
隙体積分率を有する、実施形態１７に記載のフィルム。
[実施形態２３]
　前記低屈折率層がまた、複数の粒子も含む、実施形態１７に記載のフィルム。
[実施形態２４]
　前記粒子が、二酸化ケイ素又はアルミナを含む、実施形態２３に記載のフィルム。
[実施形態２５]
　前記拡散層内の前記粒子の前記拡散層内の前記ポリマー結合剤に対する重量比が、少な
くとも１である、実施形態２３に記載のフィルム。
[実施形態２６]
　前記重量比が少なくとも２である、実施形態２５に記載のフィルム。
[実施形態２７]
　前記重量比が少なくとも４である、実施形態２６に記載のフィルム。
[実施形態２８]
　前記重量比が少なくとも６である、実施形態２７に記載のフィルム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反射フィルムであって、
　第１の主表面を有し、入射角の関数として推移する広反射帯域を提供するように構成さ
れる複数のミクロ層を備える、多層光学ミラーフィルムと、
　前記第１の主表面と接触する拡散層であって、散乱された可視光が前記広反射帯域によ
って実質的に反射され得るように、前記可視光を一定の範囲の角度にわたって前記多層光
学フィルム内へと散乱させるように適合される、拡散層と、を備え、
　前記拡散層が、ナノ空隙モホロジーを有し、ポリマー結合剤を含む、反射フィルム。
【請求項２】
　反射フィルムであって、
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　第１の主表面を有し、入射角の関数として推移する広反射帯域を提供するように構成さ
れる複数のミクロ層を備える、多層光学ミラーフィルムと、
　前記多層光学フィルム内へと連結される場合に前記広反射帯域によって実質的に反射さ
れ得る第１の角度部分と、前記多層光学フィルム内へと連結される場合に前記広反射帯域
によって実質的に反射され得ない第２の角度部分へと、可視光を散乱させるように適合さ
れる、拡散層と、
　前記多層光学フィルムと前記拡散層との間に挟まれる低屈折率層であって、前記第２の
角度部分へと散乱された前記可視光が、前記低屈折率層における内部全反射によって前記
多層光学フィルムへと入ることを実質的に遮蔽される、低屈折率層と、を備え、
　前記低屈折率層が、ナノ空隙モホロジー及びポリマー結合剤を有する、反射フィルム。
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